
マテリアリティに基づくCSR目標（KPI）進捗と実績

目標設定内容 達成状況 目標設定内容 達成状況

高速・大容量通信社会における情報通信機器の変化（小
型化・薄型化・高速化・高信頼性化）への対応

試作品のユーザー評価による社会波及効果の検証 ×（未達成・目標見直し） 製品の上市 ー（開発テーマ中止）

自動車向け製品の普及促進
自動車向け製品の出荷数量
・反射防止フィルム　470,000㎡
・熱伝導シート　5,400㎡

〇（実施済・予定通り）
自動車向け製品の出荷数量
・反射防止フィルム　540,000㎡
・熱伝導シート　6,000㎡

〇（実施済・目標値以上）

低温接合異方性導電膜 （ACF）の普及促進 出荷数量　1,820万 m ／年 〇（実施済・予定通り） 出荷数量　1,910万 m ／年 〇（実施済・目標値以上）

鉛フリーセルフコントロールプロテクター （SCP） の
新製品上市の継続

新製品上市　１モデル以上 〇（実施済・予定通り） 新製品上市　1 モデル以上 〇（実施済・予定通り）

排水処理剤の国内外への展開による CO₂削減への貢献 CO₂排出量　▲ 3,400t-CO₂ ／年 〇（実施済・予定通り） ­※1 ー※1

重大品質問題発生件数 ゼロ 〇（実施済・予定通り） ゼロ ×（未達成）

製品品質事故発生件数 ゼロ 〇（実施済・予定通り） ゼロ 〇（実施済・予定通り）

CO₂排出量の削減 前年度比 ▲1 ％（2013年度比▲ 5％） 〇（実施済・予定通り） 前年度比▲1 ％（2013 年度比 ▲6 ％） 〇（実施済・予定通り）

・ゼロ・エミッション※ 2 の継続] 〇（実施済・予定通り） ・ゼロ・エミッション※2 の継続 〇（実施済・予定通り）

・前年度比原単位排出量減 ×（前年度比排出量原単位減） ・前年度比原単位排出量減 〇（実施済・予定通り）

水使用量削減、水質汚染の防止
・水質自主基準の順守
・節水推進

〇（実施済・予定通り）
・水質自主基準の順守
・節水推進

〇（実施済・予定通り）

中⾧期的な気候変動への対応 TCFD シナリオ分析を軸とした気候変動に対する⾧期的目標・対応策を立案する 〇（実施済・予定通り）
TCFD シナリオ分析を軸とした気候変動に対する⾧期的目標・対応策
を立案する

×（⾧期目標検討中）

サプライチェーンマネジメント
・CSR ガイドライン改定
・全取引先へ配布
・全社の購入金額 90% 以上を占める取引先へのアンケート調査実施

〇（実施済・予定通り） 主要取引先へアンケート調査および改善要請（指導）の実施 〇（実施済・予定通り）

経営体制の維持・向上
・役員報酬決定プロセス透明性維持と、さらに効果的な制度運用
・役員サクセッションプランの推進 （後任育成を含む）

〇（実施済・予定通り）
・役員報酬決定プロセス透明性維持と、さらに効果的な制度運用
・役員サクセッションプランの推進 （後任育成を含む）

〇（実施済・予定通り）

情報セキュリティ事故防止 情報セキュリティ研修の実施（新入社員研修、全社 e- ラーニング研修） 〇（実施済・予定通り） 情報セキュリティ研修の実施（新入社員研修、全社 e- ラーニング研修） 〇（実施済・予定通り）

法令遵守・企業行動規範の浸透
・企業行動規範に関する継続的な社内研修の実施
・コンプライアンス意識調査（第 1 回）の調査結果の社内周知と改善支援
・内部通報窓口の見直し

〇（実施済・予定通り）
・企業行動規範に関する継続的な社内研修の実施
・コンプライアンス意識調査（第2 回）の実施

〇（実施済・予定通り）

多様な人財の活用
新人事制度のなかで、多様な人財から次のリーダー・管理職を育成する仕組みをつくる
（~23.3）

〇（実施済・予定通り） 次のリーダー・管理職候補の人財プールの運用を開始する（23.4~） 〇（実施済・予定通り）

リモートワークの活用 育児介護事由等の家庭的責任を果たすためのリモートワークの適用拡大 〇（実施済・予定通り） リモートワークを前提とした採用の拡大 〇（実施済・予定通り）

喫煙者を減らす取り組み 全社スワンデーの 100％実施 〇（実施済・予定通り） 就業時間内禁煙の実施 〇（実施済・予定通り）

休業災害発生件数 ゼロ 〇（実施済・予定通り） ゼロ ×（未達成）

BCP 訓練の充実
・年 1 回以上の全社 BCP 訓練実施
・BCP マニュアルの更新

〇（実施済・予定通り）
・年 1 回以上の全社 BCP 訓練実施
・BCP マニュアルの更新

〇（実施済・予定通り）

防災対策強化
・年 1 回以上の防災訓練実施
・短中期的な気候変動による災害リスクの評価・対応策の検討

〇（実施済・予定通り）
・年 1 回以上の防災訓練実施
・短中期的な気候変動による災害リスクの評価・対応策の検討

〇（実施済・予定通り）

 ※ 1 排水処理剤に関する特許権を愛環呉世（蘇州）環保有限公司に譲渡するとともに、技術ノウハウを提供することを決定　　　　　　　※ 2 ゼロ・エミッションの定義:リユース・リサイクル率 99.5％以上
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